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現 状 と 県 の 取 組 状 況 
 子育て・人財局（子育て王国課） 

【現 状】 

１ 保育の質の向上に資する保育士の配置基準の改善については、国の子ども・子育て支援新制度における「質の向上」の中に、３歳児、１歳児
及び４・５歳児の改善が盛り込まれているが、現在、３歳児のみが改善（※）されており、１歳児及び４・５歳児については、国による配置基
準の改善には至っていない。 

 
（※）３歳児に係る改善 
    平成２７年度から公定価格において、３歳児配置改善加算が設けられ、２０：１の配置基準を上回る１５：１で保育士を配置した際に、

その保育士に係る人件費も措置されることとなり、実質、見直しが行われている。 
 
【保育所等における保育士配置基準・保育室等面積基準】 

 保育士配置基準 保育室等面積基準 

保育所・認定こども園 満１歳未満 3:1 満２歳未満（乳児室） 1.65 ㎡／人 

満１歳以上満３歳未満 6:1 満２歳未満（ほふく室） 3.3 ㎡／人 

満３歳以上満４歳未満 20:1 満２歳以上（保育室） 1.98 ㎡／人 

満４歳以上 30:1   

 
２ 保育士の処遇改善については、子ども・子育て支援新制度開始前である平成２６年度に比べ、国において保育士（民間）全職員については、
約６％の処遇改善が行われたほか、技能・経験に応じて最大４万円の処遇改善が行われている。 

  また、令和３年度国一次補正予算において、新型コロナウイルス感染症への対応と少子高齢化への対応が重なる最前線にて働く保育士等の
収入の引上げを行うため、令和４年２月から収入の３％程度（月額９千円）措置される見込である。 

 
 【保育士の処遇の状況】 

 令和元年 平成 26 年 

年齢（勤続年数） 月額給与額 年齢（勤続年数） 月額給与額 

鳥取県 34.9 歳（ 9.7 年） 239.2 千円 33.6 歳（ 7.4 年） 200.3 千円 

全国 36.7 歳（ 7.8 年） 244.5 千円 34.8 歳（ 7.6 年） 216.1 千円 

差   引 △1.8 歳（1.9 年） △5.3 千円 △1.2 歳（△0.2 年） △15.8 千円 

※出典：賃金構造基本統計調査（厚生労働省） 

 

【県の取組状況】 

１ 保育士の配置基準のうち４・５歳児の配置基準改善については、保育関係団体からも継続して要望をいただいているところであるが、保育

の実施主体は市町村であり、現時点では市町村の理解が得られていない。なお、国制度において４・５歳児の保育士配置基準改善を実行する

よう、令和３年７月に国に要望を行った。 
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２ 保育士・保育教諭の処遇改善については、県では従来から、市町村と協力して低年齢児（１歳児）加配（６：１→４．５：１）や障がい児加

配等の県単独加配の補助事業を実施しているが、定期的に単価引き上げを行い、各園で加配保育士も含めて処遇改善が実施できるよう予算措

置をしている。また、低年齢児加配補助事業においては、施設全体での配置基準上必要な保育士数以上の正規職員を配置することを補助要件

としており、配置職員の正規職員化への誘導を促している。 

    なお、保育士の処遇について更なる改善を実施するよう、保育士配置基準改善と同様に令和３年７月に国に要望を行った。 

 

 


